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農農 林林 水水 産産 部部 2222,,110088,,882222 2222,,009933,,882233

<<農農林林水水産産政政策策局局>>
R 4 R 3

農農林林水水産産総総務務課課
ⅠⅠ 農農 業業 総総 務務 費費

1. 農業委員会等運営事業 150,654 139,747 農業生産力の増進及び農業経営の合理化を図るため、市町

○補○単 村農業委員会及び県農業会議の活動を支援するために要す

る経費

2. ６次産業化推進事業 ○補 157,017 162,017 農業経営の多角化を推進するため、６次産業化に取り組む

農林漁業者等に対する支援体制の整備、新商品開発等の取

組や加工施設等の整備を支援するために要する経費

3. 世界農業遺産推進事業 9,694 15,089 世界及び日本農業遺産認定地域における認定システムの保

○補○単 全・活用の取組及び広域的な情報発信の取組や、農業遺産

認定を目指す地域の取組を支援するために要する経費

4. 中山間地域等直接支払 953,675 960,486 中山間地域等における耕作放棄の発生の防止と多面的機能

事業 ○補 の維持・確保を目的に、継続して農業生産活動を行う農業

者等を支援するために要する経費

ⅡⅡ 農農業業協協同同組組合合指指導導費費

1. 組合検査事業 ○単 10,451 10,541 農業・水産業協同組合、森林組合及び農業共済組合の常例

検査等を実施するために要する経費

ⅢⅢ 土土 地地 改改 良良 費費

1. 中山間ふるさと・水と 29,561 30,062 土地改良施設及び農地の保全活動の推進と地域条件の不利

土保全対策事業 ○補 な棚田地域等の中山間地域での都市住民との交流による地

域住民活動等の活性化を図るために要する経費

2. 多面的機能支払事業 ○補 324,040 325,614 国土保全や水源涵養などの多面的機能の維持・発揮を図る

ため、地域の共同活動支援及び地域資源の適切な保全管理

を支援するために要する経費

ⅣⅣ 農農 地地 調調 整整 費費

1. 自作農財産管理等特別 23,984 22,594 自作農財産の管理及び処分等に要する経費

事業 ○補

ⅤⅤ 試試 験験 場場 費費

1. 農林水産業競争力アッ 52,792 52,792 新品種開発や高品質安定生産、低コスト・省力化等の新た

プ技術開発事業 ○単 な技術開発に要する経費

2．農林水産関係競争的資 62,031 59,464 農林水産省等の外部機関の競争的（公募型）研究資金を活

金試験研究事業 ○受 用する試験研究に要する経費

3. スマート農業技術導入 12,973 13,451 ＩＣＴやロボット技術等先端技術を有するメーカー等と連

加速化事業 ○受○単 携した実演会やスマート農業実践塾の実施など、生産現場

でのスマート農業の推進に要する経費
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食食 品品 流流 通通 課課
ⅠⅠ 農農 業業 振振 興興 費費

1. 県産品販路開拓コーデ 43,794 71,678 高級スーパー等への県産品の販路拡大を図るとともに、食

ィネート事業 ○補○単 の総合ポータルサイト「おいしく食べて和歌山モール」の

運営やｅコマース導入支援等多様な販売促進に要する経費

2. わかやま紀州館運営事 15,213 15,183 東京有楽町にある和歌山県アンテナショップから首都圏に

業 ○単 おいて広く県産品を情報発信するために要する経費

3. 国内大型展示会出展事 29,361 32,431 県産農水産物・加工食品の販路開拓のため、国内最大級の

業 ○単 国際見本市等に出展するために要する経費

4. 和歌山県農水産物・加 59,439 49,053 県産農水産物・加工食品の海外販路開拓を図るとともに、

工食品輸出促進事業○補○単 食品産業の輸出向けＨＡＣＣＰ等対応施設整備の支援に要

する経費

5. わかやまブランド支援 8,586 5,329 アドバイザーを活用した販路開拓支援、中間加工食材等の

事業 ○補○単 製品開発支援及び商標監視に要する経費

6. 高級ブランド新構築事 14,727 17,551 大企業とのコラボ等により、本県食材のブランドイメージ

業 ○単 を全国に発信するとともに、美容を切り口とした県産食材

の情報発信等に要する経費

7. 「おいしい！健康わか 2,180 2,980 イメージキャラクターの起用やマスメディア対策等によ

やま」定着ＰＲ戦略事 り、県産食材の機能性ＰＲや「おいしい！健康わかやま」

業 ○単 のイメージ定着に要する経費

農農業業農農村村整整備備課課
ⅠⅠ 土土 地地 改改 良良 費費

1. 国営造成施設管理事業○単 28,230 28,055 国営十津川紀の川土地改良事業で造成した施設の維持管理

費負担に要する経費

2．国営事業等負担金事業○単 1,027,793 999,058 国営総合農地防災事業（和歌山平野地区）にかかる負担金、

国立研究開発法人森林研究整備機構（旧緑資源機構）が実

施した農用地総合整備事業にかかる償還に要する経費

3．国営造成施設管理体制 68,626 68,626 農業水利施設の多面的機能の発揮等について、地域におけ

整備促進事業 ○補 る取組を促進する観点から、県が市町村と連携し、土地改

良区の管理体制整備を図るために要する経費

4．県営畑地帯総合整備事 178,500 21,000 畑地帯において、農業経営の合理化を図るため、生産基盤

業 ○補 の整備を総合的に実施するために要する経費

5．県営中山間総合整備事 396,900 451,500 中山間地域の農村の活性化を図るため、生産基盤の整備を

業 ○補 総合的に実施するために要する経費

6．基幹水利施設ストック 42,000 42,000 施設の長寿命化の観点に立ち、的確な施設の予防保全を実

マネジメント事業 ○補 施し、ライフサイクルコストの低減と施設管理の合理化を

図るために要する経費

7. 県営中山間地域ほ場環 73,500 63,000 中山間地域における営農上の懸案解決や農地流動化を促進

境整備事業 ○補 し、産地維持を支援するための基盤整備に要する経費

8. 県単小規模土地改良事 75,475 86,089 国の採択基準に満たない農道整備、かんがい排水、ため池

業 ○単 保全、ほ場整備等を実施する団体への助成に要する経費

9. 県営水利施設等保全高 168,257 105,439 農業水利施設の合理化・省力化等整備に要する経費

度化事業 ○補

10. 県営農業基盤整備促進 84,000 101,850 地域の実情に応じた迅速かつきめ細かな農業基盤の整備を

事業 ○補 実施し、農業水利施設の保全管理体制の強化と安全性の向

上を図るために要する経費
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11. 団体営農地耕作条件改 41,375 37,875 耕作条件の改善を図り、農地中間管理機構による担い手の

善事業 ○補 集積・集約化や高収益作物への転換を促進させるための農

業基盤の整備を行う市町村への助成に要する経費

12. 団体営農業水路等長寿 15,945 25,960 農業水利施設が将来にわたってその機能を安定的に発揮で

命化事業 ○補 きるよう、施設の長寿命化に資するハード整備やソフト対

策を実施する市町村への助成に要する経費

13. 県営土地改良施設突発 10,500 10,500 突発的な事故により機能の低下、喪失が生じた土地改良施

事故復旧事業 ○補 設の機能回復に要する経費

14. 団体営土地改良施設突 6,250 6,250 突発的な事故により機能の低下、喪失が生じた土地改良施

発事故復旧事業 ○補 設の機能回復を行う市町村への助成に要する経費

ⅡⅡ 農農地地防防災災事事業業費費

1．県営ため池等整備事業○補 1,040,214 687,018 災害を未然に防止するため、老朽化したため池等を整備し

て施設の機能回復を図るために要する経費

2．地すべり防止対策事業○補 81,328 15,750 地すべり地域内の承水路・排水路等の整備に要する経費

3. ため池調査事業 ○補 277,794 403,239 ため池の事業計画策定や劣化評価及び減災対策に資するハ

ザードマップ作成、主要なため池のパトロール等に要する

経費

4. ため池保全体制支援事 4,500 12,800 ため池の保全活動及び水難事故防止の啓発・普及に要する

業 ○補○単 経費

5. 中山間総合農地防災事 44,100 36,750 中山間地域において、農用地・農業用施設の災害を未然に

業 ○補 防止するため、老朽化したため池や農業用排水路等を総合

的に整備するために要する経費

6. 団体営ため池等整備事 135,381 99,166 災害を未然に防止するため、老朽化したため池等の整備や

業 ○補 旧農業用ため池の廃止等を実施する市町村への助成に要す

る経費

<<農農 業業 生生 産産 局局>>

果果 樹樹 園園 芸芸 課課
ⅠⅠ 農農業業経経営営対対策策費費

1. 農業活性化支援事業○補○単 446,540 1,099,415 農業の活性化を図るため、生産振興施設の整備等を支援す

るために要する経費

ⅡⅡ 農農 業業 振振 興興 費費

1. わかやま食育推進総合 5,948 5,773 県食育推進計画に基づき、健康と食のフェスタの開催や食

対策事業 ○補○単 育実践活動への支援、和歌山版食事バランスガイドの普及

活動等に要する経費

2. 学校給食での和歌山産 14,370 14,416 学校給食での県産食材の使用割合を高めるため、県産農産

品利用推進事業 ○補○単 物の提供や市町村での利用促進の取組を支援するために要

する経費

3. 次世代野菜花き産地パ 201,500 201,511 野菜花き産出額の増加を図るため、高度な環境制御システ

ワーアップ事業 ○単 ムの導入や災害に強い園芸用ハウスの整備等、生産から販

売までの総合的な取組を促進するために要する経費

4. 日本一の果樹産地づく 111,000 110,893 日本一の果樹産地をめざし、国内外のニーズに対応した戦

り事業 ○単 略品種の早期産地化や輸出産地の育成、スマート農機の導

入など生産力の強化を促進するために要する経費
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ⅢⅢ 農農作作物物対対策策費費

1. 生産調整推進対策事業 117,181 40,517 需要に応じた米生産及び国の「経営所得安定対策」の推進

○補○単 に要する経費

2. 野菜価格安定事業 ○単 18,588 17,163 野菜供給の安定と農家経営の安定を図るため、市場価格の

低落時に生産者に対し価格補塡を行うための基金造成に要

する経費

ⅣⅣ 土土壌壌肥肥料料対対策策費費

1. エコ農業推進モデル事 19,323 7,838 土づくりを基本とした、化学肥料・化学合成農薬に過度に

業 ○補○単 頼らない、環境にやさしいエコ農業の推進を図るとともに、

環境保全型農業の取組を支援するために要する経費

ⅤⅤ 植植 物物 防防 疫疫 費費

1. 農作物病害虫対策事業 50,127 43,156 県内農作物の病害虫発生予察情報の迅速な提供及び病害虫

○補○単 防除技術の指導並びにクビアカツヤカミキリの被害拡大防

止に向けた発生調査や防除対策の支援等に要する経費

2. 農作物鳥獣害防止総合 505,202 665,166 野生鳥獣による農作物被害を減少させるため、捕獲を重点

対策事業 ○補○単 に、防護柵の設置や狩猟者の育成、環境整備を総合的に推

進するために要する経費

3. わかやま農産物安心プ 15,392 17,590 県産農産物の安全確保を一層推進するため、生産者団体等

ラス強化事業 ○補○単 が実施する残留農薬検査等の安全・安心につながる取組を

強化するとともに、消費者への積極的なＰＲに要する経費

畜畜 産産 課課
ⅠⅠ 畜畜 産産 振振 興興 費費

1. 畜産経営指導事業 ○受○単 5,031 5,101 畜産農家の経営技術改善と経営安定を図るため、経営診断

指導、研修会及びコスト低減のための助言等総合的な指導

に要する経費

2. 家畜堆肥利用体制構築 1,607 1,824 家畜ふん堆肥を有効活用するために地域内流通システムを

事業 ○単 構築し、堆肥流通の円滑化、畜産農家の経営安定、畜産環

境問題の低減を図るために要する経費

3. 畜産振興総合事業 ○単 3,875 4,026 熊野牛の改良・増頭・品質向上に資するデータ収集や養鶏・

養豚、イノブタ及び養蜂等の生産振興に要する経費

4. わかやまジビエ需要拡 20,207 17,169 わかやまジビエの需要拡大を図るため、県内レストランや

大事業 ○単 学校給食等での利用拡大に加え、県内量販店での販売促進

など家庭での消費拡大を目指す取組に要する経費

5. 和牛生産拡大支援事業○単 6,617 6,199 県産和牛の生産拡大を図るため、紀州和華牛の推進や飲食

店等が肥育農家に和牛の飼養を預託する仕組みの構築、熊

野牛の品質向上の支援に要する経費

6. 畜産施設衛生管理強化 42,421 42,174 畜産業での衛生管理の強化、食肉処理場でのＨＡＣＣＰ対

支援事業 ○単 応に加え、スマート畜産の導入による省力化を推進するた

め、施設整備や機器導入を支援するために要する経費

ⅡⅡ 家家畜畜保保健健衛衛生生費費

1. 家畜伝染病予防事業 ○補 17,468 51,996 家畜伝染病の発生予防と伝染病が発生した場合のまん延防

止を図るために要する経費

2. 家畜診療及び人工授精 21,357 25,211 家畜の疾病を予防して畜産農家の経済損失の軽減を図ると

事業 ○受○単 ともに、優秀な種雄牛の精液を活用して畜産の振興を図る

ために要する経費
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3. 家畜衛生技術指導事業○補 10,284 7,847 安全な食料の安定供給を確保するため、畜産物の安全性向

上や伝染性疾病等の発生予防・まん延防止の取組を推進す

るために要する経費

経経 営営 支支 援援 課課
ⅠⅠ 農農 業業 総総 務務 費費

1. 農業経営基盤強化促進 7,683 7,714 認定農業者等担い手の育成確保等の活動展開や農業サポー

対策事業 ○単 ト体制の強化に向けた活動支援に要する経費

2. 農地流動化支援事業○補○単 86,667 80,685 農地中間管理機構と各地域の農地活用協議会が連携して実

施する農地流動化の取組支援に要する経費

3. 農業経営発展サポート 12,996 11,816 経営発展セミナーやわかやま農業ＭＢＡ塾の開催、専門ア

事業 ○補○単 ドバイザー派遣等により、地域農業をけん引する強い経営

体を育成するために要する経費

4. 攻めの農業実践支援事 89,010 65,628 協業組織の育成と農協の営農参画を強力に推進するため、

業 ○単 生産拡大や販売促進、人材育成等の取組を総合的に支援す

るために要する経費

5. 農業労働力確保対策事 2,485 2,515 農業の労働力不足を解消するため、ＪＡグループと連携し

業 ○単 た求人情報発信に要する経費

6. ○新和歌山版遊休農地リ 49,800 － 担い手への農地集約を進めるため、農地中間管理機構が一

フォーム加速化事業 ○単 団農地内の遊休農地の現状復旧・園地条件の改良を行い、

貸付けや売渡しを行う取組を支援するために要する経費

ⅡⅡ 農農業業改改良良普普及及費費

1. 普及活動機能強化事業○補 8,474 9,079 機材整備、普及指導員の研修等、普及事業を円滑に実施す

るために要する経費

2. 農業担い手対策事業○補○単 580,034 276,187 就農前後の資金交付や就農後の機械・施設等の導入支援及

び青年農業者の交流活動の促進等により、農業の担い手育

成・確保を図るために要する経費

3．地域農業再編普及活動 21,839 14,434 技術実証ほの設置や研修会の開催等、担い手や青年農業者

事業 ○補 等に対して普及指導員が行う指導活動に要する経費

4. 就農支援センター運営 8,161 7,194 就農相談や研修等、担い手確保のために要する経費

事業 ○単

5. 就農支援センター社会 3,267 3,267 就農希望の社会人を実践的に訓練するために要する経費

人課程事業 ○受

6. わかやま版新規就農者 22,190 20,289 新規就農者の確保を図るため、「産地提案型就農モデルプ

産地受入体制整備事業○単 ラン」により産地が必要とする人材を募集し受入を行う取

組を支援するために要する経費

7. 「匠」の技術伝承事業○単 270 378 優れた技術を次世代に伝承するため、卓越した栽培技術を

持つ農業者を「匠」として認定するとともに、「匠」と継

承希望者とのマッチングを支援するために要する経費

8. ○新次世代農業リーダー 22,217 － 次世代リーダーを育成するため、就農希望者の海外農業研

育成事業 ○補○単 修や地域農業の発展を目指す青年農業者の革新的な取組を

支援するとともに、農業教育施設の充実に要する経費

ⅢⅢ 農農業業協協同同組組合合指指導導費費

1. 農協運営指導事業 ○単 1,429 1,460 農協事業運営の一層の高度化・効率化の推進及び県内小学

生を対象とした農林水産業に関する啓発活動に要する経費
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ⅣⅣ 農農業業金金融融対対策策費費

1. 農業近代化資金等運営 27,319 30,196 農業者等が資本装備の高度化を図るために農協等から借り

管理事業 ○単 入れた農業近代化資金等に対し、金利軽減措置として行う

利子補給に要する経費

2. 生活営農資金等融資・ 2,373 3,369 農林漁業者が経営安定と生活環境の整備を図るために農協

管理事業 ○単 等から借り入れた生活営農資金に対し、金利軽減措置とし

て行う利子補給に要する経費

ⅤⅤ 農農業業共共済済団団体体指指導導費費

1. 農業共済指導事業 ○単 459 459 農業共済組合の健全な運営を図るための業務指導等に要す

る経費

ⅥⅥ 農農林林大大学学校校費費

1. 養成事業 ○補○単 15,578 14,755 農業、農村の担い手養成のために要する経費

2. 研修事業 ○補 1,020 1,064 農業の担い手育成のための研修に要する経費

3. 社会人課程事業 ○受 3,267 3,267 就農希望の社会人を実践的に訓練するために要する経費

<<森森 林林 ・・ 林林 業業 局局>>

林林 業業 振振 興興 課課
ⅠⅠ 林林 業業 総総 務務 費費

1．紀の国森林管理推進事 6,813 9,709 民有林に関する森林資源の現況調査・分析、データ整備、

業 ○補○単 森林計画の樹立及び森林審議会の運営に要する経費

2．林業普及指導事業 ○補○単 5,488 5,816 林業普及指導員を配置し、林業技術・知識等の普及指導活

動等を行うために要する経費

3．森林・林業雇用総合対 11,699 11,132 林業労働に対する安全衛生管理体制確立を促進する取組を

策事業 ○補○単 行うとともに、現場作業員の安全作業スキル向上研修の実

施に要する経費

4．林業担い手社会保障制 24,792 24,936 林業事業体の体質強化を図り、林業労働者の社会保障の充

度等充実対策事業 ○単 実、林業新規参入者の確保・育成を促進するために要する

経費

5. 低コスト林業基盤整備 84,363 92,319 搬出間伐等の推進を図るため、作業道や山土場の整備と高

サポート事業 ○補○単 性能林業機械等のレンタルに対する支援に要する経費

6. 農林大学校林業研修部 39,493 72,203 新規就業希望者を実践的な技術と知識を持った即戦力とな

事業 ○単 る技術者に育成するとともに、既従事者のスキルアップを

図るために要する経費

7. 「わかやまの森」次世 73,075 56,838 新たな林業の担い手確保のため、都市部でのプロモーショ

代人材確保支援事業○補○単 ンやセミナーなどの取組や農林大学校林業研修部の研修生

支援及び特用林産物の生産等の支援に要する経費

8. 森の守り人支援事業 ○単 29,938 59,936 森林経営管理制度に基づく森林整備等を行う市町村の支

援、林業担い手の確保と育成、森林・林業に係る調査研究

及び制度の普及啓発等の実施に要する経費

9. ○新紀州林業収益向上プ 100,826 － 林業収益向上のため、木材生産現場と製材所等が直結した

ロジェクト事業 ○単 取引を可能とするシステムを整備するとともに、森林施業

の省力化を図るスマート林業機器の導入支援に要する経費
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ⅡⅡ 林林 業業 振振 興興 費費

1. 森林整備地域活動支援 21,802 22,172 森林の多面的機能の高度発揮と計画的かつ適切な森林整備

交付金事業 ○補 を促進するため、森林所有者等が行う森林の現況調査やそ

の他作業への支援に要する経費

2. 紀州材需要拡大対策支 94,111 114,235 紀州材の需要拡大を図るため、公共的な施設や住宅への紀

援事業 ○単 州材利用を促進するために要する経費

3．紀州材販路拡大支援事 12,978 12,916 紀州材の販路拡大に向け、紀州材販売体制強化の取組支援

業 ○単 に要する経費

4．東京五輪２０２０・紀 6,040 605 「紀州材ブランド」のＰＲを図るために、東京2020オリン

州材ブランドＰＲ事業○単 ピック・パラリンピック選手村ビレッジプラザで用いた紀

州材のレガシー利用に要する経費

5. 攻めの“紀州林業”推 46,000 47,500 丸太の付加価値を向上し、原木市場を活性化するため、強

進プロジェクト事業 ○単 度等の表示を支援するとともに、都市部での販路開拓のた

め、紀州材を取り扱う工務店の取組支援に要する経費

ⅢⅢ 林林業業構構造造改改善善対対策策費費

1. 低コスト作業システム 9,400 6,266 木材生産の効率化及び労務負担の軽減を図るため、高性能

整備事業 ○補 林業機械の導入支援等に要する経費

ⅣⅣ 山山村村振振興興対対策策費費

1. 山村地域振興事業 ○単 3,780 4,064 山村地域の振興を図るため、山村への理解・関心を深める

普及啓発活動を実施するとともに、山村資源の活用に係る

技術研修等の実施に要する経費

ⅤⅤ 林林 道道 費費

1．補助林道事業 ○補 724,343 658,755 木材生産コストの低減及び森林整備の促進を図るため、林

道の整備に対する支援に要する経費

2. 森林路網整備促進事業○補 19,300 47,700 間伐等の森林整備の飛躍的促進及び木材生産量の増大のた

め、路網の整備に対する支援に要する経費

森森 林林 整整 備備 課課
ⅠⅠ 林林 業業 総総 務務 費費

1. 保安林整備管理事業○補○単 2,777 2,778 知事権限に係る保安林の指定・解除及び保安林の適正な維

持管理を行い、保安林機能の充実強化を図るために要する

経費

2. 「企業の森」推進事業○単 2,445 2,445 環境貢献に関心のある民間企業等の資金や人材の導入によ

る産官連携した森林整備・環境貢献等を進めるため、新た

な企業等の誘致推進に要する経費

3. 紀の国森づくり基金活 390,422 393,921 森林を県民の財産として守り育て次の世代に引き継ぐため、

用事業 ○単 広葉樹林化の推進、森林の公有林化及び子供たちへの森林

学習等を行うために要する経費

ⅡⅡ 森森林林病病害害虫虫防防除除費費

1. 森林病害虫等防除事業 38,799 38,802 森林病害虫等防除法に基づき、特別防除、地上散布、伐倒

○補○単 駆除等の防除対策を行い、松くい虫被害の軽減や加害の防

止を図るために要する経費

ⅢⅢ 造造 林林 費費

1. 優良種苗育成事業 ○単 5,460 5,700 優良な林業種苗の生産体制を確立し、安定供給を図るため

に行う、採種園等の適切な管理に要する経費
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2. わかやま森林と緑の公 239,457 230,405 わかやま森林と緑の公社が行う間伐等に必要な資金の貸付

社事業 ○単 けに要する経費

3. 植物公園緑花センター 66,880 71,182 緑花センター及び根来山げんきの森を緑と花の楽しめる野

等管理事業 ○単 外レクリエーション施設として良好に運営するために、管

理を指定管理者に行わせることに要する経費

4. 森林環境保全整備事業○補 760,891 763,370 県土の保全、水資源の涵養及び自然環境の保全等、森林の

持つ多様な機能を総合的に発揮させるための森林整備に対

する支援に要する経費

5. 森林資源循環利用促進 190,000 220,000 森林資源の循環利用のために行う主伐と再造林の一貫施業

事業 ○補 等に対する支援に要する経費

ⅣⅣ 治治 山山 費費

1. 一般治山事業 ○補 1,802,601 1,803,477 集中豪雨や台風等の自然災害により荒廃した山地の復旧及

び地すべり指定地域内において、抑制工事等を実施し、災

害の未然防止を図るために要する経費

2. 県土防災対策治山事業○単 143,613 153,700 人家・公共施設に被害を及ぼす山崩れ及び治山施設災害等

のうち国庫補助の対象とならない小規模災害に対し、県営

及び市町村補助により対策工を実施するために要する経費

3. 民有林直轄治山事業負 225,607 211,675 平成23年９月の台風第12号災害箇所のうち、事業規模が著

担金事業 ○単 しく大きく、高度な技術を要する箇所において、国が実施

する事業に係る負担に要する経費

ⅤⅤ 県県 有有 林林 費費

1. 県有林経営管理事業○補○単 19,973 14,259 県有林の造成に必要な保育管理等に要する経費

<<水水 産産 局局>>

水水 産産 振振 興興 課課
ⅠⅠ 水水産産業業総総務務費費

1. 水産業振興事業 ○単 22,477 21,980 水産物の流通促進や学校給食への魚、鯨肉の提供等、水産

業の振興に要する経費

ⅡⅡ 水水産産業業振振興興費費

1. 栽培漁業推進事業 ○単 2,590 2,785 栽培漁業の推進を図るため、稚魚等の放流に関する調査・

指導に要する経費

2. 栽培漁業センター運営 52,643 56,873 栽培漁業基本計画の効率的な実施を図るため、栽培漁業セ

事業 ○単 ンターの運営による放流用種苗の生産に要する経費

3. 次代につなぐ漁村づく 23,686 27,090 漁村の将来像の実現に向けた実行計画に基づき、漁協が実

り支援事業 ○単 施する新規担い手の確保・育成や、中核的な漁業者の育成

を支援するために要する経費

4. 産地市場の拠点化支援 27,133 27,144 産地市場の拠点化に向け、水産物の集約化と市場機能強化

事業 ○単 を促進する取組を支援するために要する経費

5. 不漁に強い漁業経営グ 12,785 12,806 不漁時でも漁業が継続できる足腰の強い漁業経営グループ

ループ創出事業 ○単 を創出するため、収入源の複合化を図る取組の支援に要す

る経費

ⅢⅢ 漁漁業業構構造造改改善善費費

1. 水産基盤整備事業 ○補○単 281,795 30,250 沿岸漁場の拡充を図るため、漁場施設整備等に要する経費
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2. 磯根漁場再生事業 ○単 3,392 3,952 磯焼け等により機能が低下している磯根漁場の再生を図る

ため、藻類移植、磯掃除、食害生物駆除等の取組の支援に

要する経費

資資 源源 管管 理理 課課
ⅠⅠ 水水産産業業振振興興費費

1. 内水面漁業振興対策事 7,240 7,290 本県の主要河川において、内水面水産資源の増殖を図るた

業 ○単 め、あゆ・あまごの種苗放流、あゆ産卵場の造成及びカワ

ウ対策の取組の支援に要する経費

2. 漁場環境保全等モニタ 1,212 1,576 水産物の安全安心確保のための貝毒検査、赤潮による漁業

リング事業 ○補○単 被害防止・軽減のための調査に要する経費

3. 資源管理・回復推進事 2,208 1,986 資源の持続的利用を図るため、資源管理方針・資源管理協

業 ○補○受○単 定制度への移行及びＴＡＣ（漁獲可能量）制度の円滑な実

施に要する経費

4．スマート養殖漁業推進 10,683 13,312 養殖漁業の振興を図るため、ＩｏＴ等を活用した機器の導

事業 ○単 入に取り組む養殖事業者の支援に要する経費

ⅡⅡ 漁漁 業業 取取 締締 費費

1. 漁業取締事業 ○単 153,365 103,623 漁業秩序の維持、水産資源の保護を図るための漁業取締り

及び漁船等の安全操業促進に要する経費
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